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今冬の電力需給見通しについて

〇2022年夏は、6月に猛暑日が25日～30日まで連続するなど、記録的な暑さと
なり、厳しい需給状況のもと、皆さまへの効率的な電気のご利用をお願い等
ご不便とご心配をお掛けすることになりましたが、ご理解とご協力により、厳しい
局面を乗りきることができました。

〇今冬においても、需給予想は安定供給に最低限必要な予備率3％を確保する
ことができる見込みであるものの、様々な需要変動要因もあり、依然として厳しい
需給見通しです。

〇弊社は、国と連携しながら、需給状況に応じた需要対策をお願いすることが
ありますので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

■電力需給リスク
①火力の休廃止増加（停止含む）の影響等による供給力の不足
②コロナ影響等により社会構造が変化する中、最大電力の想定需要が超過
③ウクライナ情勢等により不確実性が高まる燃料調達リスク
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2022年度夏の需給振り返り
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１．2022年度夏の電力需給見通し

2

追加の供給力公募（135.7万kW）や、電源の運転計画の変更等の供給対策の結果、
予備率は向上しました。一方で、電源トラブルが発生し予備率は減少しました。
6月30日時点の見通しでは、予備率（東北~九州）は、7月：3.7%、8月：5.7%

（出展）第51回電力・ガス基本政策小委員会（2022年6月30日）資料3－1

＜2022.6 時点＞＜2022.5 時点＞ 厳気象の需要に対する予備率
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２．情報発信の新たな仕組み（ひっ迫準備情報・注意報）

昨年の東京・東北の需給ひっ迫時の情報発信に関する課題を踏まえて、前々日段階から、予備率に
応じて「需給ひっ迫準備情報」「需給ひっ迫注意報」「需給ひっ迫警報」を発出する仕組みを国と構築
いたしました。
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夏の需給ひっ迫状況①

２０２２年６月２７日～７月１日
夏季に向けた電源補修停止と猛暑
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１．2022年６月需給ひっ迫の概況

関東甲信越地方は観測史上最速の6/27に梅雨明けし、記録的な猛暑となりました。
6/27の週は、東日本大震災以降の６月最大需要4,727万kW（2018/6/29）を510万kW～
760万kW上回る需要が連日発生しました。
（6/30は5,487万kW、翌7/1は更に59万kW高い 5,546万kWを記録）

順位 日付
最大需要 東京天気

時刻 万kW 最高気温 ℃ 平均気温 ℃

1 2022年6月30日 14～15時 5,487 36.4 30.8

2 2022年6月29日 13～14時 5,296 35.4 29.4

3 2022年6月27日 13～14時 5,254 35.7 29.5

4 2022年6月28日 14～15時 5,238 35.1 29.2

5 2018年6月29日 14～15時 4,727 32.9 28.3

出典 2022/7/20電力・ガス基本政策小委会資料
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２．電源等の補修停止状況

夏季や冬季を除いた端境期は、発電所の補修点検に伴い供給力は減少傾向にあります。
高需要期における供給力不足を回避するために、電源等の補修停止は基本的に6月までに計画的
に実施しております。

夏季高需要期に向けて
計画的に補修量減少

（主に調整電源を対象）

今回需給ひっ迫
（6/27～7/1）

6/27～7/1は
500万kW程度の補修停止
(当初計画は+100万kWであったが
一部補修計画の見直しを実施)
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（参考）2022年３月需給ひっ迫と６月の需給ひっ迫の比較

3/22（冬季）は需要日量に対して、太陽光の発電量が少なく、翌日の需要に対し揚水発電の
準備（腹水）が夜間６割までしかできず水切れが懸念された。（kWh不足）
6/28（夏季）は需要日量に対して、太陽光の発電量は十分あり日中乗り切るが、日没前後時間
帯の供給能力（予備力）が僅少となった。（kW不足）

最大需要 需要日量 太陽光最大 太陽光日量 揚水発電使用
量

揚水発電稼働

3/22（火） 4,534（13時） 8.9億kWh 174万kW 1189万kWh 5,966万kWh 592万kW(12時）

6/28（火） 5,238（14時） 9.7億kWh 1,346万kW 10,709万kWh 4,692万kWh 730万kW（17
時）

差分 ＋704万kW ＋0.8億kWh ＋1,172万kW ＋9,520万kWh ▲1,274万kWh ＋138万kW

太陽光

揚水
動力 揚水発電

（設備量不足）

火力発電 他

太陽光

揚水
動力 揚水発電

（水切れ懸念）

火力発電 他

3/22 6/28
翌日までの

kWhが足りない
日没前後のKWが
足りない

最大需要: 4,534万kW
最大需要:  5,238万kW
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夏の需給ひっ迫状況②

８月初旬の猛暑高需要
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１．2022年8月（1日～3日）の需給状況

8/2(火)は当初需要想定5,752万kW（前提最高気温37.3℃）を上回る5,930万kWの需要（
実績最高気温36.4℃）が発生しました。※DR（デマンドレスポンス）等補正前
7～8月実績は概ね想定通りの水準で推移しているものの、8月1日～3日の需要水準は、約300万
kW上昇。
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被災電源

2022.3.16の福島県沖地震により、
東北・東京エリアの一部の大型ベー
ス電源が停止継続

厳しい気象
季節外れの厳しい気象が発現
３月下旬の寒波、６月下旬のカラ梅
雨・猛暑
猛暑による住宅用の需要増
8月１～３日は10年に一度の猛暑
を想定した需要を上回る高需要が発
生(在宅率の影響の可能性)

需給構造
再エネ導入の急速拡大等により収益の不
確実性が増す中で、発電事業者は、不
採算、低稼働電源を休廃止。卸電力市
場でのkWh取引量は拡大したものの、不
透明な需要見通しによる燃料調達不足
太陽光発電の気象による出力変動により
揚水発電の上池貯水量(蓄電量)が不
足し、運用がタイト化

社会情勢
ウクライナ情勢・円安による火力燃料・卸
電力市場価格高騰、小売経営圧迫
小売電気事業者は、自らの想定需要に
見合った電気を市場等から調達する「同
時同量」が原則のところ、上記によるイン
バランス補給量増、小売破綻による最終
保障供給増で調整力喪失

2．2022年夏における需給ひっ迫の複合要因（まとめ）
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今冬の需給見通し
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＜2022.6.7時点＞ ＜2022.11.1時点＞

１．今冬の需給見通し
今冬の厳気象発生時でも、安定供給に最低限必要な予備率3%を確保できる
見通しですが、今後の発電機の計画外停止等の供給力の変化などによっては依然と
して厳しい状況です。
安定供給確保に向け、国・電力広域的運営推進機関と連携し、供給・需要両面の
対策に最大限取り組んでまいります。

出典：上記の図 2022年度冬季の電力需給対策（概要）電力需給に関する検討会合（2022年11月1日）

＜2022.6 時点＞ ＜2022.11 時点＞
厳寒期の需要に対する予備率
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２．今冬の電力需給対策（国）
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今後も、国と連携しながら、
安定供給に努めてまいります。

皆さまには需給状況に応じた需要対策を
お願いすることがありますので、

引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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2023年１月
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